








研究目的 

TSH 受容体抗体には甲状腺を刺激し、Graves 病を惹起するもの(Thyroid Stimulating I ㎜

unoglobulin:TSI)や TSH の甲状腺への作用阻害し甲状腺機能低下症の原因となるもの(TSH

Binding 一 Inhibing I㎜ unog1obulin:TBII,TSH Stimulation-blocking I ㎜ unogIobulin

:blocking Ig)等が存在する。この抗体が経胎盤性に新生児に移行し、新生児期に一過性に

甲状腺機能亢進症や機能低下症の原因となることが知られ、その重要性が強調されている。

本研究は新生児期を含め小児期の種々の甲状腺疾患における TSH の甲状腺作用を阻害する

抗体の存在とその臨床的意義を明らかにすることにより、診断・治療に役立たせんとした。 


